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第 2章では，本研究において対象とした 4種類の黒鉛材(等方性黒鉛 2試料，シート状黒鉛，ガラス状
炭素)について， X線回折法， ビッカース硬度測定，偏光顕微鏡観察，走査型電子顕微鏡観察等を行い，
特lζ結晶学的構造を中心にこれらの黒鉛材の特性の評価を行っている。
第 3章では. 4種類の黒鉛材K 2 0 keVのD2+ イオンを照射した場合の表面損傷について研究し，そ
の表面変形が特に照射による体積変化，応力蓄積lとより生じる乙と，プリズム面配向性の強い黒鉛粒子で
は表面変形が著しい乙と等を明らかにしている。




第 5 章では. D2+ イオン照射した黒鉛からの D2 及びC D4 の放出挙動について研究し，その放出挙動
が黒鉛材の種類iとより殆ど差がない乙とを示し，また，その放出機構について. D2 は再結合律速と拡散
律速の重ね合わせで， CD 4 は脱離律速のモデノレで、表される乙と，及びD 2, CD4 の放出速度を記述する
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式を与えている。























(2) He+イオン照射については， D2+ィオ冴章、射に比べてより大きな表面隆起が生じ 乙れは主としてへ
リウム気泡の形成に起因すると推定される乙となどを明らかにしている。
更に，黒鉛l乙照射 lとより注入されたイオン種の熱放出挙動については，
(1) D2+イオンを照射した場合の D2 及びCD4 の照射後の熱放出挙動は黒鉛材の種類により殆ど差がな
い杭放出機構としては， D2 は再結合一拡散律速過程， C D4は脱離律速過程の各モデルによって解析
される乙と，
(2) He+イオンを照射した場合の He の熱放出機構は照射線量の増加に伴って，その律速過程が拡散過程
から脱離過程に変わる乙となどを明らかにしているo
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加えて，黒鉛材の重水素の熱吸収・放出挙動について検討し，等方性黒鉛材の重水素溶解度を測定す
るとともに，溶解重水素の熱放出挙動がその黒鉛材中の拡散律速過程lとより解析できることを示し，核
融合炉燃料成分と黒鉛材の重要な相互作用に関する有用な知見を得ている。
乙のように本論文は，核融合炉炉心材料としての黒鉛材の挙動の評価に必要な基礎的データと知見を集
積してその解析，検討を行っているもので，核融合炉材料の開発の上で極めて有用な材料科学的知見を与
えるもので，原子力材料学並びに核融合炉工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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